
精神科検診では、学校医が児童生徒の事前資料を基に、児童生徒や教員

へ問診を行います。事前資料は、「総合調査票」からの情報と、学校で

の様子（「学習の様子」、「人との関わりの様子」、「コミュニケーション・

言語発達の様子」、「得意なこと・関心のあること」など）を担任が記入

し、作成しています。個人情報の提供についてご理解・ご協力のほど、

よろしくお願いいたします。 

養護教諭のための保健指導資料集より 

                                       令和６年６月７日 

                                     富山県立しらとり支援学校 

                                        保 健 室 

 

気温が高くなり、暑さが感じられる季節となってきました。学校内では、新しい環境に慣れてきた児童生徒が

元気に活動する姿が見られます。これからは、梅雨に向けて気候が不安定になり体調を崩しやすくなります。引

き続き基本的な感染症予防対策と健康観察を十分に行い、元気に梅雨の季節を乗り切りましょう。 

 

 

 

６・７月保健行事予定 

健康診断の前日には入浴し、手足の爪を切ってください。 

歯の健康について 

 口の中にはさまざまな細菌がいて、その細菌が歯の表面につくるすみかが、「歯こう」です。歯こうがたまる

と、むし歯や歯肉炎などの病気にかかりやすくなります。子どものむし歯や歯肉炎は、早期発見・早期治療が大

切です。とくに歯肉炎は、早期に発見し、歯科医院でのクリーニングや毎日の丁寧な歯磨きによって改善が可能

です。歯磨きの際などに、お子様のお口の中をチェックしてみてください。 

健康な歯肉と歯肉炎のチェックポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月                   ７月 

３日 （月）尿検査一次（全校）      ４日（木）精神科検診（中１・高１の外部生） 

５日 （水）中２宿泊学習事前検診         

１０日（月）尿検査予備日 

（一次検査で提出できなかった方） 

２６日（水）歯科健診（全校） 

２７日（木）尿検査二次 

（一次検査で再検査になった方） 

保健だより ６月号 

 

 
 

 

 

 

 

保健目標：歯と歯ぐきを大切にしよう 

 

力をあまり入れず、歯の表面や歯と歯肉の間に毛

先がまっすぐに当たった状態で歯１～２本分の幅

で小刻みに動かすと、歯こうをきれいに落とすこ

とができます。 

「いー」の口で 

確認しよう！ 



②体温計で検温するなど体調

を確認し、体調が優れない日は

外出を控えましょう。 

③自分から不調を上手く伝え

られない場合は、排泄の回数や

発汗の様子を観察し、室温もこ

まめにチェックしましょう。 

④特定の服装にこだわりがあ

り、気温が高くても厚着をして

しまう場合は、体に触れて体温

管理をしましょう。 

⑤「暑い」、「喉が渇いた」など

をうまく伝えることができな

い場合があります。周囲の人は

「具合が悪くないか」などの言

葉がけをしましょう。 

熱中症予防対策について 

 蒸し暑く、気温が上昇しやすい日が増えてきました。体温の調節能力がまだ十分に発達してい

ない子どもは、とくに熱中症に注意が必要です。 

本校では、熱中症対策のため連続した外での活動を控える、十分な休憩・水分補給を取り入れ

る、活動前後の健康観察を丁寧に行うなどの工夫をしています。また、定時にWBGT（暑さ指数）

を測定し、指数に基づき全校放送で注意喚起をしたり、活動内容を変更したりしています。 

 

【熱中症の症状】 

・めまい ・立ちくらみ ・手足のしびれ ・筋肉のこむら返り ・手足のしびれ ・気分がわるい 

・頭痛  ・吐き気   ・おう吐    ・倦怠感      ・虚脱感    ・いつもと様子が違う 

                     

 

【重症の症状】 ・返事がおかしい ・意識消失 ・けいれん ・からだが熱い 

 

＜知的・発達障害の方が気をつけたい５つの項目＞ 参考：厚生労働省 HPより引用 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 熱中症予防に関して、ご家庭でも、登校前・登校時には下記のことについて、ご協力をお願いします。 
 

☆ 十分な水分の持参（人によって量は異なりますが、下校時にも残る量を準備されていると安心です。） 

 ☆ 睡眠時間の確保（寝不足は、自律神経のバランスを崩し体温や血圧のコントロールが不十分になります。） 

 ☆ 朝食の摂取（寝ている間にも大量の汗をかき、水分と塩分が失われています。食事と水分をとって登校し

ましょう。） 

 ☆ タオルや替え下着の持参（体育や外の活動で汗をかいた後はこまめに着替えをすることがあります。） 

  

※熱中症の症状があった場合は、保健室で休養しながら観察を行い、水分補給をします。おう吐や発熱、 

その他の症状が改善しないときは、電話連絡で下校方法の相談をさせていただく場合があります。 

 

①汗をかきにくい・暑さや喉の

渇きを感じることが苦手な場

合は、こまめに水分をとり、冷

却グッズを活用しましょう。 
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